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読

物

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
犯
罪
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

―
被
虐
待
歴
を
有
す
る
非
行
少
年
の
動
向
・
取
組
に
関
す
る
発
表
、
少
年
保
護
施
設
等
の
見
学
を
通
じ
て
―

半は
ん

藤ど
う

真ま

由ゆ

実み

矯
正
研
修
所
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
効
果
検
証
官

一
　
は
じ
め
に

令
和
六
年
六
月
一
〇
日（
月
）か
ら
同
一
二
日（
水
）ま
で
の
間
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
犯
罪
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

犯
罪
学
賞
授
賞
式
に
参
加
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
口
頭
発
表
の
機
会
も
い
た
だ
き
、「
日
本
に
お
け
る

被
虐
待
歴
を
有
す
る
非
行
少
年
の
動
向
及
び
少
年
院
の
教
育
実
践

に
つ
い
て
（T

rends of T
raum

atized D
elinquents and Edu-

cational Practices by Juvenile T
raining School in Japan

）」

と
題
し
た
発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
、Eknäs

少
年
保
護
施
設
及
び

自
助
団
体
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
を
訪
問
し
施
設
見
学
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
た

た
め
、
併
せ
て
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
の
内
容
は
、
当
職
の
所
感
で
あ
る
点
に
留
意
願
い

た
い
。

二
　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
犯
罪
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
犯
罪
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

政
府
を
代
表
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
犯
罪
防
止
国
家
評
議
会
が
主
催
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し
て
お
り
、
今
年
で
一
八
年
を
迎
え
る
も
の
で
あ
る
。
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
刑
事
政
策
の
最
新
か
つ
重
要
な
研
究
成
果
を
共
有
す

べ
く
、
約
四
〇
の
国
か
ら
五
〇
〇
名
を
超
え
る
研
究
者
、
政
策
立

案
者
、
実
務
家
等
が
集
ま
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
大
き
く
三
つ
で
あ
り
、「
犯
罪
対
策
に
お
け

る
信
頼
と
正
当
性
」、「
子
ど
も
に
よ
る
犯
罪
へ
の
対
応
」、「
現
代

の
犯
罪
学
」
な
ど
の
テ
ー
マ
の
研
究
発
表
が
な
さ
れ
た
。

三

　
研
究
発
表
「
日
本
に
お
け
る
被
虐
待
歴
を
有
す
る
非

行
少
年
の
動
向
及
び
少
年
院
の
教
育
実
践
に
つ
い
て
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
日
目
午
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
子
ど
も
の
犯
罪

防
止
（Prevention for children against a life in crim

e

）」
に

お
い
て
、
表
題
の
と
お
り
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。

非
行
少
年
に
お
け
る
被
虐
待
経
験
の
多
さ
は
、
先
行
研
究
で
も

よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ま
た
、
女
子
少
年

院
の
職
員
に
と
っ
て
も
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

冒
頭
で
、
令
和
五
年
版
犯
罪
白
書
の
特
別
調
査
か
ら
、
小
児
期
逆

境
体
験
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
ｓ
）
経
験
有
無
の
割
合
に
つ
い
て
、
保
護
観
察

処
分
少
年
よ
り
少
年
院
在
院
者
の
方
が
高
い
こ
と
や
、
男
子
よ
り

女
子
の
方
が
高
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
上
で
、
先
行
研
究（
１
）に

つ

い
て
も
紹
介
し
た
。

ま
た
、
先
行
研
究
に
お
い

て
は
、
少
年
非
行
の
要
因
と

し
て
、
性
差
や
被
虐
待
経
験

の
関
連
性
を
調
査
し
て
い
る

も
の
は
あ
る
も
の
の
、
非
行

類
型
別
の
分
析
に
焦
点
を
当

て
た
研
究
と
い
う
の
は
ま
だ

見
ら
れ
な
い
点
に
着
目
し
、

本
研
究
を
実
施
し
た
。
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
、
少
年
矯
正
統
計
年
報
の
デ
ー
タ
（
記
述
的
分
析

に
つ
い
て
は
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
二
二
年
ま
で
、
カ
イ
二
乗
検
定

に
つ
い
て
は
二
〇
二
二
年
分
）
を
中
心
に
俯ふ

瞰か
ん

し
つ
つ
、
ト
ラ
ウ

マ
が
特
に
女
子
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
非
行

類
型
に
つ
い
て
、
本
研
究
に
お
い
て
は
交
通
非
行
・
財
産
非
行
・

粗
暴
非
行
・
凶
悪
非
行
・
性
非
行
・
薬
物
非
行
・
ぐ
犯
・
そ
の
他

の
八
つ
の
類
型
を
用
い
た
。
分
析
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・  

男
女
と
も
に
、
ぐ
犯
に
つ
い
て
は
被
虐
待
経
験
率
が
高
い
傾
向

に
あ
っ
た
。

発表の様子
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具
体
的
に
は
、
男
子
で
被
虐
待
経
験
の
有
無
×
八
つ
の
非
行
類

型
で
掛
け
合
わ
せ
、
カ
イ
二
乗
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
統
計
的

に
有
意
な
差
が
示
さ
れ
、
残
差
分
析
の
結
果
、
ぐ
犯
の
男
子
に
お

け
る
被
虐
待
経
験
の
割
合
（
六
六
・
二
％
）
は
、
男
子
全
体
の
被

虐
待
経
験
者
の
割
合
（
三
二
・
三
％
）
に
比
べ
高
い
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。

他
方
、
女
子
で
被
虐
待
経
験
の
有
無
×
八
つ
の
非
行
類
型
で
掛

け
合
わ
せ
、
カ
イ
二
乗
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
統
計
的
に
有
意

な
差
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
ぐ
犯
の
女
子
に
お
け
る
被
虐
待
経

験
の
割
合
（
七
二
・
二
％
）
は
、
女
子
全
体
の
被
虐
待
経
験
者
の

割
合
（
五
五
・
五
％
）
に
比
べ
高
い
様
子
が
う
か
が
え
た
。

・  

男
子
に
つ
い
て
は
、
交
通
非
行
・
性
非
行
・
薬
物
非
行
に
関
し

て
被
虐
待
経
験
率
が
低
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
男
子
で
被
虐
待
経
験
の
有
無
×
八
つ
の
非
行
類

型
で
掛
け
合
わ
せ
、
カ
イ
二
乗
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
統
計
的

に
有
意
な
差
が
示
さ
れ
、
残
差
分
析
の
結
果
、
交
通
非
行
（
二
四
・

一
％
）、
性
非
行
（
二
一
・
五
％
）
及
び
薬
物
非
行
（
二
五
・
六
％
）

の
男
子
に
お
け
る
被
虐
待
経
験
の
割
合
は
、
男
子
全
体
の
被
虐
待

経
験
者
の
割
合
（
三
二
・
三
％
）
に
比
べ
低
い
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
男
子
の
非
行
類
型
別
の
被
虐
待
経
験
の
有
無
の
構
成

比
に
は
有
意
差
が
示
さ
れ
た(p<.001)

も
の
の
、
効
果
量
は
小
程

度（
２
）で

あ
っ
た
（
ク
ラ
メ
ー
ル
の
連
関
係
数V

=.15

）
こ
と
や
、
女
子

の
分
析
に
つ
い
て
は
調
査
対
象
者
が
少
な
い
点
（
男
子
三
七
一
四

名
、
女
子
四
三
四
名
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
女
子
に
つ
い
て
非
行
名
別

で
見
た
場
合
に
、
例
え
ば
性
非
行
は
一
桁
と
な
っ
て
い
る
。）
に
つ
い

て
は
、本
分
析
の
結
果
を
解
釈
す
る
際
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
日
本
の
少
年
院
処
遇
・
教
育
に
お
け
る
実
践
や
、
特
に

女
子
に
特
化
し
た
教
育
内
容
に
つ
い
て
も
紹
介
を
行
っ
た
。
具
体

的
に
は
、
女
子
少
年
院
の
在
院
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
概
要
（
基
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
及
び
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
自
傷
、
摂
食
障
害
、
性
）
に
つ
い
て

紹
介
し
た
ほ
か
、
女
子
少
年
院
に
お
け
る
「
性
に
関
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
お
い
て
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
を
取
り
入
れ

て
い
る
点
、
女
子
少
年
院
を
中
心
に
、
傷
付
き
体
験
や
ト
ラ
ウ
マ

と
の
向
き
合
い
方
な
ど
に
つ
い
て
の
在
院
者
向
け
講
話
、
ト
ラ
ウ

マ
を
抱
え
る
在
院
者
へ
の
適
切
な
処
遇
の
在
り
方
に
関
す
る
職
員

研
修
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
（
３
）

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
少
年
院
に
お
け
る
被
虐
待
経
験
者
の

多
さ
に
着
目
し
つ
つ
、
女
子
だ
け
に
限
ら
ず
男
子
に
も
必
要
な
手
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当
て
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、職
員
研
修
を
よ
り
充
実
化
し
、

チ
ー
ム
と
し
て
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
の
視
点
を
得
な

が
ら
処
遇
・
教
育
に
当
た
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し

た
。他

の
発
表
に
つ
い
て
は
、
米
国
矯
正
施
設
に
お
け
る
ボ
デ
ィ
カ

メ
ラ
着
用
に
つ
い
て
の
検
証
、
英
国
に
お
け
る
矯
正
職
員
育
成
、

刑
務
所
で
の
音
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
、
米
国
で
の
ス
カ
ン
ジ
ナ

ビ
ア
式
矯
正
施
設
の
運
営
評
価
、
女
子
受
刑
者
出
所
時
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
や
介
入
と
い
っ
た
発
表
が
な
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ

も
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。

四

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
政
策
へ
の

研
究
者
か
ら
の
助
言
）

後
述
す
る
二
〇
二
三
年
度
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
犯
罪
学
賞
受
賞
者

で
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
のGary LaFree

氏
及
び
ア
メ
リ
カ
の 

T
om

 R. T
yler

氏
の
内
容
を
踏
ま
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

・
話
題
提
供
者

Björn Borschos

氏
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
犯
罪
防
止
国
家
評
議
会
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）、Gunnar Ström

m
er

氏
（
法
務
大
臣
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
）、Gary LaFree

氏
（
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
、
米
国
）、T

om
 

R. T
yler

氏
（
イ
ェ
ー
ル
大
学
、
米
国
） 

・
議
長

Lisa K
irsebom

氏
（
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

・
概
要

昨
年
度
受
賞
者
の
研
究
概
要
と
し
て
は
、
警
察
が
、
法
を
犯
し

た
市
民
に
対
し
て
も
、
正
し
く
敬
意
を
払
い
、
か
つ
偏
見
な
く
市

民
と
接
し
て
い
く
と
い
う
原
則
を
適
用
す
れ
ば
、
個
人
レ
ベ
ル
で

も
社
会
レ
ベ
ル
で
も
犯
罪
の
減
少
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
内
容
で

あ
っ
た
。
本
内
容
に
つ
い
て

議
論
が
交
わ
さ
れ
、
犯
罪
抑

止
の
た
め
に
技
術
的
な
手
法

（
監
視
カ
メ
ラ
等
の
増
設
な

ど
）
を
取
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
政
策
と
し
て
は
高
額
と

な
り
長
期
的
な
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
と
し
て
は
難
し
い
こ
と

か
ら
、
市
民
と
の
信
頼
を
築

い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

オープニングディスカッションの様子
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る
こ
と
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
昨
今
の
テ
ロ
リ
ズ
ム

の
問
題
に
つ
い
て
も
触
れ
つ
つ
、
様
々
な
集
団
が
い
る
と
摩
擦
が

起
き
、
あ
つ
れ
き
を
生
む
こ
と
が
あ
る
た
め
、
政
策
決
定
に
お
い

て
は
市
民
か
ら
信
頼
を
得
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
望
ま
し
い

結
果
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
っ
た
難
し
さ
に
つ
い
て
も

触
れ
つ
つ
、
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
、
市
民
へ
敬
意
を
持
っ
て

接
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
改
め
て
指
摘
さ
れ
た
。

・
昨
年
度
同
受
賞
者
の
経
歴
概
要
に
つ
い
て

【Gary LaFree

氏
】

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
の
犯
罪
学
・
犯
罪
司
法
教
授
で
あ
る
。「
正

当
性
の
喪
失
：
ア
メ
リ
カ
の
街
頭
犯
罪
と
社
会
と
制
度
の
衰
退
」

（
一
九
九
八
）
の
著
者
で
も
あ
り
、
テ
ロ
及
び
テ
ロ
対
応
研
究
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
の
創
設
者
で
あ
る
。
特
に
、
マ

ク
ロ
レ
ベ
ル
の
分
野
に
お
い
て
、
ま
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
側
面
か

ら
も
、
犯
罪
学
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
人
物
で
あ
る
。

【T
om

 R. T
yler

氏
】

イ
ェ
ー
ル
大
学
の
法
学
・
心
理
学
教
授
で
あ
る
。「
な
ぜ
人
々

が
法
律
に
従
う
の
か
」（
一
九
九
〇
）や（Y

uen J. H
o

氏
と
の
共
著
）

「
法
律
の
信
頼
性
：
警
察
及
び
裁
判
所
と
の
協
力
の
奨
励
」（
二
〇

〇
二
）
の
著
者
で
あ
り
、特
に
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
分
野
に
お
い
て
、

犯
罪
学
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
人
物
で
あ
る
。

五

　
国
家
施
設
庁
（StatensInstitutionsStyrelse:SiS

）

が
運
営
す
るEknäs

少
年
保
護
施
設
へ
の
訪
問

Eknäs

少
年
保
護
施
設
は
、
Ｓ
ｉ
Ｓ
（Statens Institutions 

Styrelse

：
国
家
施
設
庁
）
の
運
営
す
る
少
年
保
護
施
設
で
あ
り
、

首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
は
一
時
間
以
上
車
で
の
移
動
を
要

し
、
自
然
豊
か
な
郊
外
に
位
置
し
て
い
る
。
同
施
設
は
、
薬
物
乱

用
や
反
社
会
的
行
動
、
犯
罪
な
ど
を
理
由
に
「
保
護
措
置
」
を
執

ら
れ
た
者
を
収
容
す
る
施
設
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
内
に
は
約
二
〇
の
少
年
保
護
施
設
が
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
収
容
す
る
対
象
者
が
異
な
っ
て
い
る
。Eknäs

少

年
保
護
施
設
で
は
男
子
で
一
五
歳
以
下
の
者
を
対
象
（
訪
問
当
時

最
年
少
の
少
年
は
一
二
歳
で
、
誕
生
日
を
迎
え
た
一
六
歳
の
者
も
い

る
。）
と
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
義
務
教
育
段
階
の
男
子
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
敷
地
内
に
は
四
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
あ
り
、
収

容
期
間
は
約
二
か
月
間
と
な
っ
て
い
る
。
退
所
後
は
、
就
労
す
る

者
が
多
い
が
、
数
と
し
て
少
な
い
も
の
の
大
学
進
学
す
る
者
も
い

る
。
日
課
と
し
て
は
、
起
床
・
朝
食
・
学
校
・
ユ
ニ
ッ
ト
内
で
の

活
動
・
就
寝
と
い
っ
た
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
学
校
は
、
敷
地
内
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に
併
設
さ
れ
て
お
り
、
定
員
上
教
師
一
人
当
た
り
最
大
で
二
五
名

の
生
徒
を
受
け
持
つ
よ
う
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ユ

ニ
ッ
ト
ご
と
の
寮
担
当
職
員
と
は
別
に
、
教
科
別
の
教
員
に
つ
い

て
も
多
く
配
置
す
る
な
ど
手
厚
い
体
制
が
取
ら
れ
て
い
る
。
食
事

は
中
央
管
理
棟
に
て
準
備
し
、各
ユ
ニ
ッ
ト
へ
と
配
食
す
る
ほ
か
、

各
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
キ
ッ
チ
ン
や
調
理
道
具
が
備
え
付
け
ら
れ
て
お

り
、
自
分
た
ち
で
お
や
つ
な
ど
を
作
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
外

部
交
通
は
、
手
紙
や
面
会
等
の
ほ
か
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が
各
ユ
ニ
ッ
ト

に
一
〜
二
つ
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ス
カ
イ
プ
な
ど
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
家
族
等
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

六　

刑
事
施
設
出
所
者
等
の
自
助
団
体
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
・
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
（
ク
リ
ス
）
へ
の
訪
問

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
は
ウ
ル
ド
ゥ
御
夫
妻
（M

r. 

Germ
ay W

oldu, M
s. Sara W

oldu

）
が
運
営
し
て
お
り
、
主
に

夫
の
ウ
ル
ド
ゥ
氏
が
概
要
説
明
に
つ
い
て
対
応
さ
れ
た
。

Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
と
は
、
自
助
グ
ル
ー
プ
組
織
で
あ
り
、
ヤ
ン
グ
・
Ｋ

Ｒ
Ｉ
Ｓ
と
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
の
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
は
主
に
若
者
を
対

象
と
し
た
予
防
教
育
的
な
位
置
付
け
で
あ
る
が
、
後
者
は
依
存
症

者
や
刑
事
施
設
等
出
所
者
な
ど
が
所
属
す
る
こ
と
が
多
い
。
Ｋ
Ｒ

Ｉ
Ｓ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
内
に
九
支
部
あ
る
と
こ
ろ
、
今
回
訪
問

し
た
の
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
で
あ
る
。
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
・
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
に
は
三
〇
〇
名
以
上
の
者
が
所
属
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
主
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
の
は
一
〇
〜
一
五
名
程
度

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
る
問
題
等
に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
実
施
の
ほ
か
、
社
会
復
帰
の
た
め
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い

る
。月

曜
は
新
規
訪
問
者
を
対
象
と
し
た
「
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
の
伝
統
」
に

つ
い
て
、
火
曜
は
感
情
に
関
す
る
基
礎
的
な
ワ
ー
ク
、
水
曜
は
暴

力
・
経
済
・
性
な
ど
問
題
性
に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
木
曜

は
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
教
育
、
金
曜
は
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ

ン
・
犯
罪
性
・
暴
力
な
ど
の
問
題
性
に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
他
の
メ
ン
バ
ー
で
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
週
末
に
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
正
直
に
話
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
と
し
て
は
、
一
二
ス
テ
ッ
プ
（
依
存
症

回
復
の
指
針
と
な
る
生
き
方
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
や
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
（「
喪
失
」
を
体
験
し
た
人
の
悲
し
み
や
痛
み
に
寄
り
添

い
、
立
ち
直
り
、
自
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、
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犯
罪
者
の
立
ち
直
り
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
変
え
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
実
施
し
て
い
る
。

社
会
復
帰
・
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、
就
職
先
の
斡あ
っ

旋せ
ん

も
行
う

も
の
の
、
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
に
所
属
す
る
者
は
そ
も
そ
も
就
労
経
験
が
な

い
た
め
に
就
労
が
難
し
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
で
就
労
経
験
を
積
ん
だ
上
で
、

他
の
職
場
で
の
就
労
に
つ
な
げ
る
な
ど
の
取
組
が
な
さ
れ
て
い

る
。
実
際
の
メ
ン
バ
ー
の
一
例
と
し
て
は
、
ハ
ー
フ
ウ
ェ
イ
・
ハ

ウ
ス
に
所
属
し
な
が
ら
も
毎
日
通
勤
し
、
朝
八
時
か
ら
夕
方
四
時

ま
で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
に
お
い
て
事
務
や
清
掃
等
の

勤
務
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
給
料
の
う
ち
、

二
割
は
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
か
ら
支
給
し
、
残
り
の
八
割
は
政
府
か
ら
給
付

さ
れ
る
な
ど
、国
と
し
て
の
保
障
が
手
厚
い
様
子
も
う
か
が
え
た
。

ま
た
、
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
職
員
が
実
際
に
拘
置
所
や
刑
務
所
に
出
向
き
、

出
所
予
定
者
に
対
し
て
円
滑
な
社
会
復
帰
の
た
め
に
銀
行
口
座
開

設
の
手
助
け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
発
行
の
雑
誌

を
設
置
す
る
な
ど
し
て
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

七　

お
わ
り
に

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
犯
罪
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
世
界
各
国
か
ら

の
学
者
・
実
践
家
が
集
ま
っ
て
お
り
そ
の
最
新
の
知
見
が
共
有
で

き
る
場
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
過
去
に
は
統
制
理
論
な
ど
で
知
ら

れ
るT

ravis H
irschi

氏
（
二
〇
一
六
年
の
受
賞
者
）
や
ラ
イ
フ
・

コ
ー
ス
理
論
で
知
ら
れ
るJohn H

. Laub

氏
・Robert J. 
Sam

pson

氏
（
二
〇
一
一
年
の
受
賞
者
）
な
ど
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
犯
罪
学
賞
の
受
賞
者
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
犯
罪
学
分
野
で
高
名

な
方
々
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招
へ
い
す
る
な
ど
し
て
集

客
に
も
成
功
し
て
お
り
、
発
表
内
容
も
一
定
の
質
が
担
保
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
一
方
で
、
ア
ジ
ア
の
国
・
地
域
か
ら
の
参

加
者
に
つ
い
て
は
、
当
職
が
確
認
で
き
た
限
り
に
お
い
て
は
、
日

本
、
中
国
、
韓
国
、
香
港
の
み
で
あ
り
、
比
較
的
少
な
い
印
象
を

受
け
た
。
日
本
の
矯
正
分
野
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
や
対
外
発
信
の

ほ
か
、
他
国
の
学
者
・
実
践
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
や
、
各

国
の
最
新
の
知
見
を
得
ら
れ
る
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継

続
的
に
矯
正
関
係
者
の
参
加
が
か
な
う
と
非
常
に
良
い
機
会
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
内
の
情

勢
と
し
て
は
、
当
職
滞
在
中
に
も
近
隣
の
駅
で
銃
撃
事
件
が
発
生

す
る
な
ど
、治
安
の
悪
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

少
年
刑
務
所
の
創
設
な
ど
、
若
年
の
者
に
対
す
る
刑
罰
の
在
り
方
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に
つ
い
て
も
ま
さ
に
議
論
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
今
後
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
少
年
司
法
の
動
向
等
に
つ
い
て
も
注
目

し
た
い
と
感
じ
た
。

（
１
）　

例
え
ば
、牛
島
織
恵
・
坂
井
智
美
「
女
子
少
年
院
在
院
者
を
対
象
と
し
た
「
性

に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
改
訂
に
つ
い
て
」
刑
政
一
三
四
巻
第
四
号
（
二

〇
二
三
）
九
四
―
一
〇
一
、
羽
間
京
子
「
少
年
院
在
院
者
の
被
虐
待
体
験
等

の
被
害
体
験
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
」
刑
政
第
一
二
八
巻
第
四
号
（
二
〇

一
七
）
一
四
―
二
三
、
藤
原
尚
子
「
女
子
少
年
院
に
お
け
る
被
虐
待
経
験
を

考
慮
に
入
れ
た
処
遇
の
現
状
と
課
題
〜
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ア
プ

ロ
ー
チ
の
実
現
に
向
け
て
〜
」
刑
政
第
一
三
〇
巻
第
一
一
号
（
二
〇
二
〇
）

三
三
―
四
〇
な
ど
を
紹
介
し
た
。

（
２
）　

効
果
量
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
メ
ー
ル
の
連
関
係
数
（Cram

er

の
Ｖ
）
を
使

用
し
た
。
効
果
量
の
目
安
と
し
て
は
、
水
本
篤
・
竹
内
理
「
研
究
論
文
に
お

け
る
効
果
量
の
報
告
の
た
め
に
―
基
礎
的
概
念
と
注
意
点
―
」（
二
〇
〇
八
）

関
西
英
語
教
育
学
会
紀
要
「
英
語
教
育
研
究
」
研
究
三
一
巻
五
七
―
六
六
に

基
づ
き
、
小
・
中
・
大
（
ク
ラ
メ
ー
ル
の
連
関
係
数V

=.10, .30, .50

））
と
い

う
水
準
を
参
考
と
し
た
。

（
３
）　

例
え
ば
、
令
和
三
年
再
犯
防
止
推
進
白
書
「
女
子
少
年
院
在
院
者
の
特
性

に
配
慮
し
た
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
一
五
〇
頁
を
参
考
に
し
た
。
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